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浮 塵 子 考 承

平嶋義 宏

Bibliographical study of Fujinshi or Unka 

       Yoshihiro Hirashima

1.

明治以来の害虫関係 の文 献には,浮 塵子 とい う語は

主 と して半翅 口の ヨコバ イ科Jassidae及 びウンカ科

Delphacidaeの 昆虫の総称 に用い られ,更 に,近年,ウ

ンカと名の付 くもの,例 えば ヒシウンカ科Cixiidae,

シマウンカ科Meenoplidae,コ ガシラウンカ科Achi1・

idae,ハ ネナガウンカ科Derbidae,グ ンバ イウンカ科

Tropiduchidae及 びマルウンカ科Issidaeな どの昆

虫に も用い られてい る.ま た明治以来の漢和辞典や国

語辞典等において も,浮塵子 は稲1を加害す るウンカの

異名と してい る.例 えば,本 邦における最 も浩1翰な漢

和辞典である諸橋轍次著 「大漢和 辞典」(大修 館書店,

昭和32年)に は,

浮塵 フヂンOう んかの異名。浮塵子 に同 じ。

◎ ち りほ こり。塵埃。

浮塵r一 フヂンシ 轟の名。 うんかの異名。

稲を害す る鐡。D己 積,浮 塵 予詩序]浮 塵,蛙

類 也。 レ己棋,浮 塵子詩】可歎浮塵 予,繊 埃1喩

此微。[事 物異 名録,昆 愚,蛇]長 慶集,蛸

之小而黒者名蝶子,微 不可見,與 塵 相浮上下

者,名 浮塵 子。

とあ る.

浮塵 予の語 源は古 くか ら 指 摘 さ れてい るとお り,

「元氏長慶集」に求め られ る.「 元氏長慶集」 とは,唐

の詩人元積(779-831)の 詩集であ り,そ の詩は 平易

を もつて枇に聞えた.い ま 「四部叢 山 に収 められて

いる 「元氏長慶集」巻第 四,古 詩についてみれば次の

とお りで ある.

灘 子譜
浮塵蟻類也其實微不可見與塵相浮而上下人書

之往桂蒙禦衣自蔽ln∫浮塵1取能通透及人肌膚亦

巣巴蛇鱗中故攻之用前術

* Contribution Ser . 2, No. 220, Entomological 

 Laboratory, Kyushu University.

可歎浮塵子繊埃愉此微寧論隔紗幌井解透綿衣

有毒能成痛無聲不見飛病来隻眼暗何計辮雰罪

(以下二首略)

即 ち浮塵 は蚊の類であつて,目 に見 えぬほど微小な

もので,塵 と共に浮んで上下す る昆虫 を指 した もので

ある.詩 序 の終 りに 「故攻之用前術」 とあ るのは,浮

塵子詩のまえに蚊子詩があ り,そ の序にのべる方法を

用いよ ということであ る.次 に蝶子詩序を引用すれば

次の とお りで ある.

膜蚊類也其實黒而小不磯紗穀夜伏而書飛聞柏

煙與購香轍去蚊蚊與浮塵皆巴蛇鱗中之細轟耳

故魑人成瘡秋夏不愈膏鍬葉而傅之則差

このよ うに,蚊 子 といい浮塵子 といい,共 に微小 な

双翅 目の昆虫を指 した ものであつて,決 して近年本 邦

で解釈 したよ うな稲作害虫の ウンカを指 した もので は

ない.

この ことは,朱 弘復 ・高金聲(1950,中 国 昆 虫 学

報,1(2):257)が 「至於浮塵子,按 其行為,似 懸亦

為Chironomidae.至 於 日人用浮塵子科為Jassidae,

智誤。」 と述べ るまでもな く,す でにわが先学矢野宗

幹氏(193⑪)が 「頭 註國課本草綱 目」 に

蛸 子和名ぶ と,一 名ぶゆ学名Simuliumspp.

蛸子 二ぶ とヲ充 ツぶと科(Simuliidae)二 属

ス,但 シ啓蒙 ニハぬかが,又 ぬか ごヲ充ツ,

但現時ぬかが ヲ蚊子二充 ツ,・ぬかがハぶ とヨ

リ小形ニシテ ゆ す りか 科(Chironomidae)

二属スルCeratogogonナ リ當否疑ア リ。浮

塵 子,啓 蒙 ニハ うんか(丹 後)ぬ かばい(薩

州)せ せ り(雲 州,肥 前)ナ ル種 ヲ充 ツ,恐

ラクゆす りか科 ノ種ナルガ如 シ,木 綱 ノ浮塵

子ハ或ハ此 二近 カラン カ,而 シテ現時ニテハ

皆浮塵子 ヲ以テ有吻目二属 スルよ こばい ノ類



(Jassidae,Fulgoridae等)二 充 テ,殊 二其

類 ノ稲 ヲ害 スルモノ ヲ呼 ブニ浮塵子 ノ名 ヲ以

テス,恐 ラク誤用 セルモ ノニシテ厳 二浮塵 子

トハ全 ク別類 ナ リ。

と考証 しているとおりであ る.ま た,長 谷川仁氏 の教

示によれば,名 和昆虫研究所編輯 部編第一回全 国昆虫

展覧会出品Fl録(全)(iy」 治35年(1902)7月)の 凡

例,pq,漢 ・名と最種に

邦俗 ヨコバ ヒムシに,浮 塵 子の漢字を適つ る

や 日已に久 し。是れ実 は甚 しき誤謬に して,

原 と蚊 子を ウンカといへ るに起 り遂に ヨコバ

ヒムシの方名 ウンカと混同せ しよ り,蚊 子 の

浮塵 子を取 りて,稲 作害虫の ウンカに附会せ

しものに係 り,其 始 めて農書類に見えしは天

保以 後にあ るが如 し.今 四 これを改定せん こ

とを期せ しも,反 つて読 者の迷惑を来 さん こ

とを慮 り科名にのみ 尚ほ浮塵 子の名を存置せ

り.ユ看L晩之を全1嚢して,横 蚊鍛若 くは横鐡の

字 を用ゐん とす,

とある。 これは恐 らく名 和靖の執筆になるもの と思 わ

れ るが,こ こに記 されてい ることは卓見 とい うべ く,

また天保以降に稲作害虫の ウンカに浮塵子 とい う字 を

あて たとい う考えには注意すべき ものがある.

では どうして この ような 誤 用 が 起つたのであろう

か.

末永一 ・巾塚憲次氏(1958)は 「稲 ウンカ ・ヨコバ

イ類の発生予察 に関す る綜 説」(農 林省振興局植物1り」

疫課,病 害虫発生 予察特別報告第1号)を 著わ し,そ

の第1章 末尾 に 「ウンカの名称 とその語源」なる項 目

を設け,「 浮塵子を ウンカにあて た起 り」について

り1治ll」期 に現われた多 くの 文 献 を うか がう

と,従 来 の蟷 または ウンカ ・うんか ・雲霞 な

どは一転 して浮塵 子なる文字に書 きあ らため

られてい る。そ こで浮塵子の現われた資料を

さかのぼ ると,渡 辺村男の稿木,『 柳川年表』

の延享2年(1745)の 項に 「浮塵 子発生 シm

地損耗多 シ」 と言己載されてい る。 これか らみ

ると浮塵 子な る文字はかな り古い 時代か ら使

用 されていた ものとみ られ,同 地方付近(佐

賀県)に は フヂンシな る方言 も現 に使用 され

てい る 〔昭和4年(1929)の 農林省農務局調

査による〕。 しか し村 田(1930)に よると 「

浮塵 子なる名称の語原は明治十年か ら十三年

迄の間に,明 治初年の動物学 滑,練 木喜三氏

によ り創定 された もので」 あるとしてい る。

これ に対 して長谷川仁氏 は 「浮塵子」なる文

字 は 西暦1578年 明の 李時珍によつて 著 され

た 『本草綱 口』虫 部,第41巻,蛮 蜜の項 「蛸

子」 の説明に

時珍Elく,按 ずるに,元 積 長慶集に 「蜀中に
し1いし
虫内」九と呼ぶ小喰・之がゐる.ま た小 さくて黒い も

も し
のが蚊 」孔といふが ゐる.目 に見えぬほど微小

なもので,塵 と共 に浮んで上下 する浮塵子 と

いふがゐ る,云 々

とあ るに起 源を もとめ,さ らに この著書 に基

いて著 され た小野蘭山[i授,小 野職考士徳録

(享和3年,1803一文化2年,1805)に カ)カ、

わ る 「本草 綱目 啓蒙」 巻之 三 トし,蛮 忘の項

「納子」の角牟説後 半部に

浮塵子ハ ウンカ丹後ヌカバイ薩州セ 、リ肥藺雲州

カツボ土州木サ半分許身黒 ク翅 白ク 首二紮ア

リ箔下 二群飛 ス或パー上一 ド春 ク状 ノ如 シ或

ハ旋 リ飛 テ硯状 ノ如 シ人以 テ雨晴 ヲ占 フ童語

ニカツボノコメツキ 或 バ カ ツボノモチツキ

土州 ト云 フ好デ人 ノ 耳 ロニ入ル 城州淀川邊天

陰ル時ハ此錨群飛ス達 ク盟 メバ姻霧 ノ如 シ

とあ り,こ の 「浮塵 子ハ ウンカ」 とい う丹後

の方 言が後に誤用 され,ウ ンカ ・ヨコバ イ類

に浮塵子を当て るようになつた もので あろう

とい う.

と述べてい る.

ここに長谷川仁氏 の所説が 引川 してあるが,こ れは

同氏 によつて発 表された ものではない.同 氏 の 私 信

(昭和34年2月19「 】付)に よれ ば,"末 永中 塚両氏の

著書中「浮塵 子を ウンカにあてた起 り」の章はその前

後の考証と共 に中塚暦が纒めた もので,そ の際種 々相

淡を受けた関係上必見の文献を貸与す る等種 々の援助

を致 しま したので,同 君から問われ るま 、に種々の憶

測や ら私見を述べま したが,(Ill略)真 意を傳へ難 く,

(下略)"と い うことであつて,こ の末永 ・中塚両氏の

掲げ るところは,長 谷川氏 の真意を伝えた ものではな

いよ うで ある.ま た同氏の真意は ともか くと して,こ

こに述べ られた末永 ・中塚両氏の所説は,「 浮塵子を

ウンカにあてた起 り」を説いた ものにしては十分考証

を尽 した ものとは言い難いよ うで ある.



私 もかねがね この問題 については興味を もち,い さ

さか,調べるところがあつた.こ の種の考証 には,多 大

の時 日を費 し,た ゆ まざる古文書 探索 の努 力を続けね

ばならない.も とよ り私の考証 も完壁を期 した ものと

は言い難 いが,こ こにい ささか所説 を述べ,大 方の御

批判を乞いたい と思 う.

稿 を進 めるに 当り日頃 怨篤 な御指導をいただ く安

松京 三教授に感謝の意を表する.ま た 本文中の所所 に

記す ように,農 業技術 研究所 の畏友長谷川仁 氏か らは

有 益な教示を うけ,論 旨を進め るに当つて参 考となる

点が多かつた.こ こに記 して 同氏 の御厚意 に感謝 す

る.更 に文献 の調 査に愛媛大学 農学 部の石原保教授 及

び久松定成氏を煩 わ したので ここに御礼 申 し上 げる.

また,本 論 に 於て参照 した文献は,主 と して1[崎 文

庫,九 州大学図書館,同 農学 部中央図書室及び武田薬

品工 業株式 会社の蔵書 によつたことを記 し,こ こにこ

れ らの蔵書か らうけた多大 の恩恵 に対 して感謝の意 を

表 したい.

2.

「木草綱 目」の渡来は,わ が国の1斜勿学の発達 に一

期尤を劃すべ き重要な出来 ごとであつた.「本 草綱 日」

は明の萬暦24年(1596)に 金陵(今 の南 京)で は じめ

て 団行 された.こ の書 の第1版(所 謂金陵木)が刊行

されて11年 の後,慶 長12年(1607)に 長崎}こ渡来 し

た.こ の年,徳 川家康の命を うけて新来 の 書籍を蒐

めに長崎に赴 いてい た林道春が本書を手に入れ,駿 府

即 ち静岡に携 え帰つて家康に差出 した.家 康は木草に

興 味を もつていたので,こ の金陵本は家康の座右の書

の一つになつたとい う.こ れ らの事情 については上 野

益三 博上の名著 「日木1惇物学史」(星 野書店刊,1943)

及び 「明治前 口木生物学史,第1巻 」(日 木学 術振 興

会,1960)に 詳 しい.

道春は 「本 草綱 目」を抜き写 し,こ れに国訓を施 し

て,慶 長17年 に 「多識編」をつ くつた.上 野 博 士

(1960)は,寛 永8年(1631)に 京都で刊行 せ られた

「新 「膨 識編」が これではなか ろうか と考えて おられ

る.私 はこの 「新刊 多識編」を実見す る機会 に恵 まれ

ぬが,木 書を改訂 したと思 われ る 「改正増補多識編」

(発行年不 明,書 名 に 古今和名並翼名とい う 副題あ

り)の 巻之四,轟 部第十一 に
ヒ 　 ヘ ン

蛮 劃 和茗1不 詳ナ ラ1異 名1拙 ・扁 前
ブ ン ナ フ マ ク フド ン ヨウ

o蚊 子 ○納了・ 。蚊 子 ○浮塵子o黄 蝿

という項 目があ る.こ こに早く も浮塵 子なる虫名が見

出 され るのであ るが,こ の浮塵 了が 「木草綱 目」の蛮

癒の項 から抜 き書 き した もので あることは,二 者を照

合 して みれば一見 明 らかである.「日本 農業発達 史」

によれば,「 多識編」を木草用の 辞書 であると 記 して

い るが,木 書 においては,前 出のよ うに,名 称のみで

注釈は全く な く,こ の意味か らは 「多識編」は1種 の

名彙であ ると考 えられ る.

次に 「本草網目 」の蛮廠の頃を 引用 しておきたい.

煩 椎をさけ るために[糧 名],[集 解],[脩 治],[氣

味1,陵 明1,[附 方1を 省略 し,[附 録1を みれば次の

通 りである.

扁前(別 録有名未用口)味 甘有距主鼠疲癒閉利

水道生山陵中状如牛癒赤翼五月八月釆之 蚊子

(時珍日)蚊 庭庭有之冬蟄夏出書伏夜飛細身利

豫i匝人膚血大為人害一名自鳥一名暑賑或作恭民

謬灸化生干木葉及燗灰中産子干水中為子子轟イ乃

攣為蚊也樋竈畏之螢火蛹蛹食之故爽臨入敷枚

即易燗也(・蔵器日)嶺 南有蚊子木葉如冬青實

如枇杷熟則蚊出塞北有蚊母草葉中有【て旺錨化而為

蚊江東有蚊母鳥一名鵬毎吐蚊一一二升也 納子

(時珍日)按 元愼長慶集云蜀巾小蚊名蛸子又小

而黒者為膜子微不可見與塵相浮上下者為浮塵子

皆巣干巴蛇鱗中能透衣入人肌膚曝成瘡毒人極苦

之惟ま島鰍葉傳之則癖又侃穆方輿勝雅云雲南鳥蒙

峡巾多毒蛇鱗中有轟名黄蝿有毒囑人成瘡但勿橿

以冷水沃之擦鷺少許即愈此亦蜻蚊之類也

これによれば,「 木草綱 目」 に載せ るところの 浮 塵

子は,元 氏 長慶 集に出典を求め,そ の記載す るところ

も同詩集を出ない ことが明 らかで ある.

3.

元氏長慶集は西暦820年 頃に成つた ものと考え られ

ているが,木 書が刊行 せ られ るや,い ちはや く本邦に

もた らされた もののようであ る.宇 多天 皇の寛平年 中

(889-898)に 藤原佐世が勅を奉 じて当時朝廷に存 し

た蔵書の 目録を 作 製 した.こ れ を 「日本国見在書 目

録」 といい,今 に伝 え られてい るが,そ の中に 「元氏

長慶 集」があげてある.こ の 「元氏長慶集」か ら 「木草

綱 日」が刊行 され るまでの凡そ800年 に近い年代の間

に,わ が国でも電要な辞書 或は本草書が編纂 されてい

る.即 ち本邦最古 の辞書である日泰元年(898)の 「新



撰字鏡」,延喜18年(918)の 「本草和名」,延艮 年中

(920年 代)或 は 承平年中(930年 代)の 撰 といわれ

る 「和名類聚抄」,平 安(794-1192)末 期の作 といわ

れ る 「類聚名義抄」,文 安元年(1444)の 「下学 集」

な どがそれで ある.し か しこれ らの ものには浮塵子 と

い う文字 は見当 らない.従 つて,元 氏長慶集は古 くか

ら日本に渡来 してはいたが,浮 塵子 という言葉に対 し

ては殆ん ど注意が払われて おらず,こ れ が本邦 の学者

の注意をひ くようになつたのは,「 木草 綱日」 の 渡 来

以降の ことであ ると考 えて差支えない もののよ うであ

る.

・4 .

「本草綱 目」 が 渡来 して31年 目,即 ち 寛永14年

(1637)に,本 書に訓点を施 して麟 刻 した和刻木がは

じめて刊行 された.こ の底木は江西木 とよばれ る明の

萬暦31年1=llの 第2版 であるとい う.そ の後3回 に亙

つて版を重ねたほか,貝原益軒 の 「校正本草綱 口」や

稲若水の 「新校正本草綱 目」の1'[1行が知 られている。

このように,た びたび本書の和刻木が世にでて,江 戸

時代の木草学は益 々興隆 していつたが,中 国木草 の注

釈を主 とした この時代の博物学 は,小 野蘭山(1729-

1810)に おいて大成の域に達 したといわれ る.

蘭山の著書 で最 も重要な ものは 「木草 綱 目啓蒙」で

ある.こ れ は蘭山が 「本草綱 目」を詳細に注釈 して講

義 した ものを書 きとめた 「記 聞」を,後 に蘭山の孫小

野職孝が整理 出版 した もので,第1版 は享和3年(18

03)の刊行 で あるが,の ちに重修版,重 訂版 が刊行 さ

れてい る.

さて,「本草綱 目」や 「本草綱 目啓蒙」についてい さ

さか筆を費 した所以は,本 文の主題である浮塵子 にウ

ンカをあてた起源の考証 が,は か らず も蘭山 の講義内

容に関 与して くるか らである.

「啓蒙」 にある浮塵 子の注釈は,第1章 にのべた末

永 ・中塚両氏の 引用の次に,即 ち 「(前略)姻 霧 ノ如

シ」の次に

人行 コレニ遇 ヘバ ロ鼻 目ニー入 リ甚 ダ害 ヲナス ソ

ノ轟大サ蚊 ノ如 シ

と続 くのであるが,こ こに改めて注 目しておきたい こ

とは,「浮塵子 ハウン カ丹後云 々」と 述べて い るウン

カは,恐 らくユ ス リカの 類 を 指 しているもののよ う

で,決 して稲の害虫 ウン カを指 した ものではない とい

うことであ る.こ の ことは講義体の 「記聞」をあ らた

めれば更 に 明白であ る.即 ち蘭 山小野先生口授,越

藩妻木 直子方講,京 師橘春徳 光風筆、}己による 「木草記

聞」によれば

其次二浮塵子 ト云ハ ウン カ 同名アリ ヌカバ

イ 薩　 セ 、リ雲州 カツボ土作 アヤ メ越前

大 サ…分二不足平分 斗ノ蚊 ノ形 也休 正黒ニシ

テ羽 白ク蚊 ノ如 ク頭 二綿ア リ軒二多群飛 シテ

上ヘ ヒリ下ヘ ドリ臼 ツク也 風ナキ トキ也風ア

レハ吹チ ラシ又跡へ集 ル也臼 ツクハ雨 ブ リ雨

引ハ風吹 ト云俗説 ア リカツボノモチツキ 土州

アヤメ米 カテ 脚 肛 多入 トキニハ人ノ耳 目二

入害 ヲナ ス淀川辺 ニハ大 ナモ ノ多居 ル透 ヨ リ

ミレハ姻 ノ立 力如 シ其辺へ行 ハ耳 日二入息モ

ナ ラス甚凶ルモ ノ也

とあつて,ウ ンカに同名ア リと註があるのは,蘭 山は

すで にウンカと呼ぶ別の昆虫があることを知つてい た

ことを如実に物語つてい るのである.

このよ うに 「記 聞」 と 「啓蒙」 に異1司があ ることに

ついて,白 井光太郎博士(1934)は 「改訂増補日本 博

物学年表」の中に

小野職孝,父 蘭山 の本草 講義を筆記 し,四十 八

巻 となし,「本草 綱 目啓蒙」 と題 し,世 に 公に

す。先生は,我 邦博物学の巨壁に して,口 本の

林郷斯 と称せ らる。而 して此書,先 生畢生の心

力 の寓す る所 と謂ふ。其貴重す可 きや知るべ き

なり。然れ ど も,此 書は講義膿を改めて,文 章

膿 とな した る為,事 実を日岡減せ る所多 し。此他

に,先 生の 講 義を言語の 儘筆記せ るもの,「 木

草記聞」十五巻 あ り。此書 と併せ考へ,以 て先

生所説の真面目 を窺ふべ し。

と述べてお られる.こ の 「記聞」にのつてい る同名 の

ウン カは,稲 作害虫 としての ウン カを指 した ものであ

ろ うと 杉え られ る.

5.

稲作害虫としての ウン カとい う名称がいつ頃か ら用

い られ るようになつたかは詳かではない.長 谷川仁氏

の教示によれば,島 根県飯豊郡赤来 町の赤穴紳社 占文

謝 こ



寛永十八年(1641)辛 已秋西国並備 後中石見へ

悉 く雲蚊生 し明 る ト九 年午年 より大飢磯 にて 万

民 困窮す

とあるのが 「島根県植物防疫 史」(1962)に 引 用 され

てい る.こ の古文書がいつ頃の作であるか私には解 し

かね るが,こ の記録か ら,か りに 寛 永 年 中(1624-

1644)に はすでに稲 作害虫 としての ウンカ(雲 蚊)と

い う昆虫が知 られていた と判断され得 るならば,こ の

赤穴神社の古文書 は貴重 な記録 とい うほか はな く,現

在知 られ る限 りでは,稲 作害虫の ウンカを記録 した最

古 のもの となろ う.

ウンカを更に具体的 に記録 した もの として は 「百姓

傳 記」が ある.即 ち本書 の巻之九,田 耕作集に次のよ

うな記述があ る.

作毛ニヤマ ヒ付 ヲマツル事

一 、稲 ニハ ウンカ ト云 テコマ カナル ヌカゴノコ

トクナル虫付マタイナ コモ多 ク付モ ノナ リウン

カノ付 刀風ナ ク日テ リツメ雨 フラサル年木下藪

下堤下谷 田 ミナモノカゲ ヨ リ付 ハジマ リ五 ヒ日

ノ内子 ヲウ ミマタワキ出テ次第 次第 二外 田ヘ ヒ

ロガ リ稲 ノセン葉 ヲ喰オ リ損亡 出来 ル(下 略)

木書は 明治18年 には じめて 刊行 された ものである

が,惜 しい ことには本書 の著者及び年代が不詳な こと

であ る.明 治34年(1901)に刊行 された農商務省 蔵版

の 「大日本農史」の末尾にあ る 「農事参考書解題」 に

よれ ば,木 書は

蓋シ東海道 ノ故老農多年経験 スル所 ノ方法 ヲ筆

記シ タルモノニシテ其 ノ年代 ハ元條の頃ニァル

ヘ シ

と考え られているが,ま た元禄 以 降の作であ ると考え

るむきもあ る.と もあれ,元 緑は西暦1688-1703年

に当り,稲 若水,貝 原益軒,新 井白石等が活躍 した時

代で,宮 崎安定 の 「農業全書」がllヒにでたのが元線9

年で ある.こ の時代は 「本草綱 目」が 渡来 して 約80

年,文 運大いに興隆 した.

しか し,こ のよ うにウンカを記録 した最古の もの と

思 われ る文書の編 年が 不 詳 なことは 惜 しい ことであ

る.元 條を下 ること十数年の享保年 中(1716-1736)

には数度の蝉害があつて飢饉 が起つた ことはよ く知 ら

れているが,亨 保17年 の蜂害は最 も激甚であつた と伝

え られ る.こ の享保年中の蛭害を叙述 したものにはい

ろいろの文書や石碑な どが残つてい るが,害 虫の種類

としては単に稲虫,轟,娘 或は 蜆虫*な どと したも

のが多いなかで,ウ ンカとい う虫名を記録 した ものに

「可観小説」,「月堂見聞集」,「松山叢談」,「凶年藏土

穂」,「農喩」,「潭海」な どがあ る.

「可観小説」は徳 川rl・1期の儒 者青地禮幹(1675-17

44)の 随筆集で,「 鳩巣小説」 ともいい,成 年は正徳

一寛保(171ユ ー1743)の 頃 と考 え られ てい る(岩 波書

店 「國書総 目録」による).い ま,金 沢図書館か ら活

字化 して 出版 された 「可観小説」について,長 谷川仁

氏が私のた めに抜書 き していただいた ものを示せば次

の通 りである.

フハ ン

享保十 七年 此 贔曇蛾 とも又は負茶とも申候由

(巻二十八)

虫の形 は蚊の尻の短き如 くにて蚊よ りも小 さ く

相見候 頭 は小 さ く三角 に見え候 所 の者 は鳥

帽子を着候 と申候 いかさま其様にて頭 とか り

肩の所 いか り惣体蝉の形の小 さき様にて羽に光

有之候 稲 の茎本 より本迄地色 も見え不申程 に

取付候て数をかぞへ 申段にて無之候 虫付候て

は二三 日の内に稲枯れ地に倒候 所の もの共は

こぬか虫 と申候 能州にて うんか と申轟に似申

候 負磐と 申名 は西國 にて は終 に不 承候(巻

三十)

これ によれば,観 察 が鋭 く,記 載 も よ く書 けて い

て,明 瞭に ウンカ類で あることがわか る.前 記の 「月

堂見 聞集」,「松 山叢談」な どは西村真琴 ・吉川一郎 の

「日本 凶荒史考」に 引 用 が あ るもので ある.例 えば

「月堂見 聞集」には

當年†者風雨時を得,五 穀豊年之虚,西 國表の

*こ の とき の蜆 害 はい ろ い ろな 害 虫 に よ つ て 引 き起 さ

れ た もの で,「 日本 凶 荒史 考 」 の 享 保 十 七年 の項,

「有 徳 院殿 御 實 紀 」 に は 一 十 九 日令 せ られ し は,

蜆 災 か うぶ り し国 々の 田 畝 に,蛭 種 の こ りて葦 萱 の

根 に つ き,零 鯨 子 の 形 を なす もの 多 く,ま た は泥 一

二 寸 の 下 に 巣を な し,日 をへ て 出ず る よ しき こゆ,

も し さる さまな らば,葦 萱 は焼 は らひ,泥 土 を 堀 す

つ べ し とな り一 とあ つ て,こ れ は明 らか にバ ッ タ

科 の 害 虫 を 記述 した もの で あ る。

十享 保 十 七 年 の こ とo



國 々稲虫に雲霞 と云虫生 じ,次 第 々々に隣國へ

移 り,五 畿 内近所迄 参候,其 虫後には形大に成

候,こ がね虫 の様 に成候,西 國方 言此虫を寧1荏

と申候,叩 曹を帯 したる形にて羽あ り,一 ・夜の

間に撒萬石の稲 も喰候由

とあつて,こ れはい ささか害虫の種類を混同 して しま

つている.「松山叢淡」 は松山藩の 古記録 を 集大成 し

た もので,昭 和10・11年刊行 の 「豫陽叢書」の第4～

7巻 に収 め られてい る.「日本 凶荒史考」に引用 され

てい るものは 「松山叢談 」第六 の天楽院殿定 英公 の項

であつて,

同月*十 四日富 年 田畠へ浮塵 子と云錨付勘定奉

行木戸仙佑 衛門勘定中谷孫八束武へ為注進 罷越

増 田家記

御 先・【1匪由来記云1調 春 よりの長雨田方植イ・」'は

能候得共六月以来 うん かと云愚イ脂一面に田方

痛一・粒も収獲無之 に付(中 略)

味酒 吐 口記云 掌保十 し年壬 子年六月中比 よ り

稲 にうんか と云轟 わき候て郡 々村 々πili夜大勢

寄合候て逐候得共中々止不 申(下 田各)

とい う記録 がみえ る.こ の 「増 田家記」に浮塵 子とい

う漢名 が用いてあ るが,こ の浮塵 子の由来については

明 らかでない.し か し本章で も考証す るよ うに,古 く

稲作害虫のウンカに浮塵 子をあてた ことはあ り得ない

ことのように思われるので ある.明 治以 降になつて 占

文書 の復刻化,活 字化の際 に仮名を漢字に した例が知

られてい るか ら,多 分 「増 田家。己」にある浮塵子 もこ

のよ うなことではなかろうか.愛 媛人学 の久松定成氏

の教示 によれば,「松山叢談」 は 第1巻 の 巻頭 にもあ

るよ うに明治22年 の 印行であ るというか ら,益 々こ

の疑いが濃い.次 に 「凶年蔵土穂 」には

壬子の雲霞虫 は西國よ り獲て既 に…村 に べ種 も

無之村咀 も有之候由

と"雲霞虫"と なつてい る.そ の他 「目本凶荒史考」 に

引用のあ る 「農喩」及び 「潭海」 などには平仮名 でう

んか となつている.

例えば,「潭海」は江戸の 歌人或は 国学 κといわれ

る 津村正恭 の 随筆集で,安 永4・5年(1775～6)頃

か ら寛政7年(1795)に かけて 傳わ された ものであ る

*享保17年7月 のこと。

が,大正6年 に国 書刊行 会か ら活版 に付 された ものに

ついてみると,巻 之四に

天明より六拾 年前,西 國 うんか といふ災有,列

國 の大 名の 人民,餓 死をまぬかれた る1で少 し,

其 中に備 前と肥前島原 と,肥 後熊 本とは餓死な

か りしと也,備 前ほその儒者 熊澤了 、1黄,三年の

た くはひを こしらへ置たる米を もちて ・國をす

くひ,三 十 笛弦石の内 ・人 も窮 民 なか りし事:

也,(li略)此 賞)けミ翫 人の子,萱 場町都家昌1火

に,舛 失せ しか ども,今 猶勤功を もちて毎月二

十 金つつ 合力 日らる＼,右 うんかの年功あ るも

の三 ぺ也と人のいへ り

とあ る.ま た 「農1例 は下 野 国 の鈴 木 武助 の著 で,文

化2年(1805)の 作,天 明3年 の 凶 荒に て ら し,勤予備

の必要 を説 い た もの で あ ろが,そ の引用は 割 愛 す

る.

さて,青地 幹の可 観小説」を下 ること60年 ばか

りで小野 蘭山の 「本草記聞」 が 菩わ された ことになる

が,「 記聞」 にあ るウンカについて は前述の 通 りであ

る.蘭 山の 「本草記聞」や 「本草綱目 啓蒙 」(享 保3

年(1803)刊行)を下 ること20数 年に して 稲 作害虫

防除法 の一大専 門書 が刊行 された.即 ち文政9年(18

26)に 農学 者大蔵 永常 が著わ した 「除蝶録」が それで

ある.永 常は広 く全国 を行脚 し,よ く稲作 の実態を知

つていたので,本書 に述べてあ る害 虫の 説 明 が 詳 し

く,種 類 も多い ことは他 に類をみない.い ま,本書 の
いなむししゆるい

「蝶 の 種類」 を引用すれば次の通 りである.

かいばらおう やまとほんざう めいとうぼうそ く せい いなむし

貝 原 翁 の 大 和 木 ・∵ilに 蜘ll笠 且::賊 の 四 生 を 蛆 と
るい いね すヤい

い ふ イナ ゴの 類 な り とあ れ ど も稲 に付 虫 は 以 生
み そのくにぐに な また

あ り と見 ゆ 其 國 々 に て 名 か は り又 か は りた る
むし こハ、 いとま

虫 あ る べ し是 を 廿 ん さ くす る に 暇 あ ら ざれ ば
こ　 その

袋 に 其 あ らま しを 出す

めい しうこう しつかい もてみ しん

蝦 狐 蚤 の 集 解 を 以 見 れ ば イナ ゴ な り心 を
くら いね がい

食 ふ と あれ 共 イナ ゴの稲 を 害 す るは 心 の み
あら は ちく そのがい かへつ

に非す葉 も 客もくらへども 其 害は 却 てす
おほ

く な き か と覚 ゆ

とう そく さねもり ちくは き すふ がい

職 俗にいふ 實 盛 虫 也客葉の`属を吸て害をな



ふぜぎ たいまつ

す 也 防 か た は 松 明 に て や き と り又 油 に て
のぞく

除 べ し

ぼう からむし これぽう これ,よ

蛋 売 虫 とい ふ 是 蛋 な るべ し是 は能 くで きた
しやう をほ このむし つい で ほ

る稲 に 生ず る 事多 し 此 虫 の付 た る は 出穂
いぜん なえ.こ れ み

の 以前 く されか か りた る苗 を ぬい て是 を 見t
ね あいだ しろ すなはちこれ

るに根 の間に 白きはだの虫あ り 則 是 な り
ゆえ のぞく しかう いなば あらた

故 に 度 ζ抽 を入 除 べ し 然 して 稲 葉 の 新 に
で と壱 み しろ ねしやう

出 か ＼りた る時 ぬ い て 見 るに 白 き 根 生 じ
おと

て右 の はだ か 虫 は 見 え ず ○ 又 田 水 を落 した
あとふた、 むししやう ざうてう ちく いた

る跡 に蒋 び 蝿 生 じて 増 長 し茎 ふ し痛 む
ずいぶんぢく ところ ねんごろ

事あれば随分茎 と葉に付たる所を念 頃
ふたし で ほ いた

に油を もての ぞか ざ れ ば 再び 出穂に至 り
しやよ とき ほ いで これ

て生ず る時は穂す くみて 出かね るもの也是
さ し いれいね

を 去 るに は又 水 を仕 かへ て た ＼え 油 を入 稲
いた がぶごと わん るい

の痛 ま ざ るや う 株 毎 に 椀 の 類 に て く りか
あら をと しかふ いちぢうやほど

け くりか け 洗 ひ落 す べ し然 して一 昼 夜 程
つね ごと おと

水 を た ＼へ 置 常 の如 くして 水 を 落 す べ し○
むし さること くは くにところ き

虫 を 去 事 に 委 しか らざ る 國 所 に て は気
こういんれいゆゑほでかね みあやま

候 陰 冷 故 穂 出兼 る と見 謬美る 事 あ る もの

也

ぞく からむし に ちいさ いねあはとう ふし

賊 売 虫 に 似 て 小 な るを い ふ か 稲 粟 等 の 節
くら ゆゑ で ほ いた かれほ

を食 ふ故 に 出穂 に 至 りて枯 穂 と な る

とびむし はじあ ほど いたつちいさ そのいろあか

飛 虫 名 を し らず 初 の程 は 至て 小 に して 其也 赤
のみ とぶ ぬけかは いろ へん こ

く蚤 の飛 が ご と し 脱 りて くり色 に変 じ小
くも しり に りやうわき とぶ さねもりむし蜘

の尻 に 似 て 両 脇 に飛 足 あ り 實 盛 虫 と
ぐんしう はいたつ みじか これ ふせぐ

と もに 群 集 す羽 至 て 短 し是 を 防 に は

油 に しか ず

なへむし しやくとりむし とし なはしろ

苗虫 尺 蟻 の 類 に して 年 に 依 て 苗 代 に
ぐんしやう はすへ くひさが はなはだがい

群 生 し 漿末 よ り食 ド りて 甚 害 あ り
あるい つ＼ なか いりのちぬけかは はしやう

或 は 葉 を 包 み て 中 に 入 後 蜆 りて羽 生 じ
とぶことくはむし ごと はじ のぞ かた

飛 事 燭 類 の如 し始 免 除 き方 は水 を 深 く
むしはすゑ のぼ いかき

つ ＼め ば虫 葉 末 に登 る是 を 籏 関東 に て は

もの
ザ ル と云 九 州 に て は サ ウ ケ と云 や うの 物

しきおきはうき

を 敷 置 箒 を もて は らひ と るべ し

いねあはそのほか ぐんしう ほ す ゆえ

ほ う 稲 粟 其 外 に も 群 集 して 穂 を 吸ふ 故 に

しひな そのがい のぞきかた たいまつ

枇 とな る 其 害 少 なか らず 除 方 は 松 明
たそかれころ そのた あぜ とも

を つ く り 黄 昏 頃 よ り其 田 の 畦 に燈 せ ば 飛
きた し かくのごとくたびたび のぞ

び 来 りて や け死 す 如 此 度 ζ に して 除 く
かいばらせんてつ いはく かんみやうつまびらかならず'

貝 原 先 哲 の 日 ホ ウの 漢 名 未 詳

くわむし しゆるい なむし に その葉 ま く
り虫 燭 の 種 類 な らん 菜 虫 に 似 て 其

いろうすあを いねあほとう は くら うしろくち

色 薄 青 く 稲 粟 等 の 葉 に 付 て食 ひ 後 口口
いと いだ は まい そのうち ぢつ ひでり

よ り糸 を 出 し葉 を巻 て 其 内 に蟄 す 此 虫 旱
つゴ ときしやうふ廿ぎ くしん せん さ＼は＼き

続 く時 生 ず 防 方 呂:斗}を煎 じ笹 署}…に て
うつごと おほ

水 を 打 如 く二三 日度ζす ればさる也但大
かぜ す ふきやぶ おのつか のぞく
風 あれば巣を 吹 破 りて 自 ら 除 事あ り

ぬけかはり か てう

又 は 羽 化 て蚊 の うばの類 の小蝶 とな る尤
あさ

害 浅 し

わく ごと しやう いなば くら おほ
こぬ か 虫 涌 が 如 く 生 じて稲 葉 の 根 を食 ひ大

がい そのいろあをしろ ちやう は
ひ に害 を なす 其 色 青 白 な り 長 じて 羽 あ

うすもの ふせぎかた

り 羅 の ごと し 防 方 油 に し くは な し

こがねむし ぶ くらゐ こう ひか

小 金 虫 萱 分 位 に して 甲 に光 りあ る羽虫 に て
ひる いなかぶ ごと あつま ちっ

昼は 稲 株 に手 まりの如 く 集 り夜 は散 て
いね ぢく がい これ のぞく ぜん

稲 の茎 を く らひ て害 を なす 是 を 除 に は前
ぜ う いふ たいまつ やき

条に云 如 く 松 明 にて焼 とり又 油にて除べ

し

右都 て十種 なり前条にも云如 く國所 にて名 かは
つのくにへん

り又かは りたる虫あ るべ し撮 津 辺 にて イモチ
いふ もつ おししる いなむし

と云名あ るを以 テ 推 知 べ し又 蛆 を なべて ウ
とのふ ところおほ

ンカと 唱 る 所 多 し

ここに注意すべ きは,「除 蜂 録」に述 べるウンカ

は,「百姓傳記」や 「可観小説」 などに 記 述 されてい

る特定の害虫,即 ち現 在いうところの ウン カ ・ヨコバ

イの類を指 してい るもので はな く,稲 作害虫 の総称 と

して述べ られた ものであることであ る.こ のような用

い方 は,天 保13年(1842)刊 行の 江戸の 儒者 亀 田鵬

斎の 「侯鯖一衡」,巻 之五 物産 に

ウン カノムミ7

蝿 嫡 刑鋭必覧若水勢弱漫不及草則灘熱欝

薫化而為嫡越激日即生翅成蛆此魚蝦遺子所

化也

とあつて,蝉 哺に ウンカノムシと訓 じたのにみ られ る



ほか,第6章 に引用す る 「増補語林倭 訓栞」の 「うん

か」の項 にも同様な説明がある.

このほか ウンカとい う害虫名を記録 した文書 として

は,文 政8年(1825)に 起稿 された中山勘右衛門の 日

記 「亀堂私録」*に

俗 に雲霞 と唱へ る油量 の如 き虫也テンノコと云

青 き轟は少 々な り

と あ る こ とや,天 保1V,F-(1840)の 加 賀 藩 改 作奉 行 の
いなむし

害虫駆除方諭示書 「稲虫を さる法」† に

むし なかば

うんか虫(こ ぬか虫 ともいふ)は 五月 半 頃よ
しやう

り夏土用過迄 に 生 す云 々

とあ ることな どが脚註 に示す入 によつてすで に引用 さ

れてい る.余 談ではあるが,こ の加賀藩改作奉行 の諭

示書 は,前 年即ち天保10年 に越前 ・加賀地方に蛆害が

あつて,被 害がひどかつた ことか らこのよ うな諭示書

の布告 とはなつたもので,こ の ときの害虫 コヌカ虫の

被害 については,石 川県に現存する虫塚(天 保10年 建

立)が 物語つてい る.

また長谷川仁氏 の教示によれば,天 保初年 の凶荒実

況を記録 した ものに 「天保年 中巳荒子孫傳」があ る,

これは羽前国の庄屋梯崎義存が天保9年(1838)に 著

わ した ものであつて,小 野武夫編 「日本近世磯瞳志」

(1935)に 全文 が再録 されている.い ま 「磯 瞳 志」 に

ついて 「子孫傳」の巻一をみると

田は別 而贔 にまけ候,其 故は畔を苅 沸ひ田の草

を取候得ば,う んか稲 に計付 き候ゆへ如是 と申

もの有之候

とあつて,こ こにもウン カとい う害虫名 が出てい る.

しか しいままでみて きたように,稲 作害虫 のウンカと

い う名称 を記録 した もの は 割 合 にす くない のであつ

て,特 に農書,本 草書などで は多 くその例 をみない。 ま

た第1章 に引用 したように,名 和靖が稲作害虫 のウン

カに浮塵子 とい う漢字 を附会 したのは天保以降であ る

*岡 田忠 男(1914)明 治以 前 は如 何 に 浮塵 子 を駆 除

せ しか.病 虫 害 雑誌1(3):17-21;及 び末 永 一

・中塚 憲 次(1958) ,前 出,P.8.
't'堀正 太 郎(1898)旧 加 賀 藩 改作 奉 行 の害 虫 駆 除方

諭示 書,昆 虫 世 界2:21-24.

といつてい るその天保か ら明治初年 までの史実 にも,

そのよ うな例は見 当らないのであ る。 これはひとえに

私の寡間に 帰すべ きことであろう.従 つて大方の教示

を乞 うた めに,次 に私 が参照 した もので本章 に引用 し

た以外 の書名をあげ,そ の登載す るところの害虫に関

す る記事を略記又 は全記 し,若 しくは虫名を抜 き書き

しておきたい.こ の中に蝉をのせた辞書なども引用 し

たが,そ の理由は,前 出の 「侯鯖一衡」 のように蜆嫡

をウンカノム シと したものがあつた りしてい ささか関

係が あり,ま た蝶 の内容 も著者 によつて異なつていた

りす るか らである.し か し古 く蛭 或は蝉虫 として蛭害

を記録 した 「続 臼木紀」,「古語拾 遺」,「三代蜜録 」,或

は 「類聚符宣抄」などは省略 した.ま た歴史上或は博

物学上重要なものではあつて も,該 当事項のないもの

は当然省略 してある.ま た稲 の警虫では あるが,イ ナ

ゴについて述べてあ るの も割愛 した.

「新撰字鏡」(昌 泰元年(898),僧 昌住)

亜皇

「和名類聚抄」 十九,轟1(承 平元年(931)頃,深 根

輔仁)

虫皇 腹蜘附 爾 雅集注云,蛭 古孟反,一 音,皇,

和名,於 保禰 無之,食 苗心日懊 音冥 食葉日

蚤 音貸 食節 日蟹音賊 食 根日整音謀 虫ll聰

名也,兼 名苑云,腹 蜘 覆陶ご音 蝿子 未有翅

也

「爾雅」 は中国古代の経典の語 を解説 した最古の字

書 といわれる.こ こに引用 され た 「爾雅集注」に食苗

心 日瞑食葉 日岱食節 日蟹食根日蟄と云ふ とあ るのは,

「爾雅」繹轟第 十五に,食 苗心蝦食葉蜻食節賊食根蘇

とあるの を ひいた もので,こ の 蝦貸賊轟はもともと

「毛詩」大 田章に,去 其蛸腫及其遜賊無害我 田稈 とあ

るのにもとず く.ま た,錦 は 「禮記」月令第六 に孟夏

行春令則蝿轟為災暴風来格,ま た仲冬行 春令則蝿轟為

敗 とあるのに もとず く.ま た 「説文解字」第十三上 に

蝿姦也とある.

っいで に,2,3の中 国の古典に述べ られて いる蛆を

引用 してお きたい.「太平広記」は宋代 の書(西 歴983

年 に完成)で,漢 か ら五代 に至 るまでの伝説,奇 聞を

集成 した説話集であるが,そ の巻四 ヒ九 に

蛙 之為嘩 也,蓋 珍氣所生,姦 斯臭膠,或 日,魚

卵所化,毎 歳生育,或 三或四,毎 一生,其 卵盈



百,自 卵及翼,凡 一 月而飛,故 詩稽轟斯子孫 衆

多,轟 斯 即蜆属也,羽 翼未成,跳 躍而行,其 名

楠,晋 天禧之末,天 下大蜂,連 歳不解,行 則蔽

地,起 則蔽天,禾 稼草木,赤 地無遺,其 嫡之盛

也,流 引無敏,甚 至浮河越嶺,輸 池渡董,如 履

平地,入 人家舎,莫 能 制禦

とある.こ こに述べ られた蜆 は明 らかに飛蝉 即ち トノ

サマバ ッタLocustamigratoriaで あ り,後 習の天福年

代末期(西 暦942-943年 頃か)の 蛭害 の 叙述 は 躍如

たるものがあ る.こ のような記述をみれば,後 に引用

す るように,山 本亡羊が 「虎 ト蜆 ト我邦内ニナキハ實

二神國 ノ難 有恩 ヲ知ルベキ コトナ リ」 と述べているこ

ともむべなるかな と思 はれ る.

同 じく宋書で,西 歴1252年 に 成つた と伝 え られ る

「鶴林玉露」巻十五に

螺災毎見於大兵之後,或 言乃戦死之士,冤 魂所

化,錐 未必然,但 余異在湖北,見 捕蜂者,錐 翠

呼聚城,蝉 不為動,至 鳴金撃鼓,則 鉾然而贈,

若成行列,則 謂為殺傷珍氣之所化,理 或然也

とあ る.戦 死者 の霊が化 して虫皇となつたとい うのは,

我が国で,一 説 に斎藤別当実盛 が 化 して 害 虫(実 盛

虫)に なつたとす る考え とど こか相通 じてい るよ うで

あ る.

また明書 「五雑姐」 巻九 には

相傳,蝶 為魚子所化,故 當大 水之歳,魚 遺子於

陸地,翌 歳不得水則攣 而為娘　,雌 雄既交一生

九十九子,故 種類 日繁,案,史 傳 所載,尚 有

瞑嫡盆戯 轟賊等名,雌 云食心食苗各ζ異 同一種

耳,酉 陽糀姐 云,酉 腹下有梵字,首 有王字,又

云,部 吏侵漁百姓,則 虫皇食 殻,身 黒頭赤武吏

也,頭 黒身赤文吏也,語 錐荒唐可以警世

とあつて,蟷 は一種であ ると述 べてい る.こ の一種 と

は トノサマバ ッタを指 したもので あろうか.ま た 「酉

陽雑姐」 にのつてい る調刺が引用 して あるが,「 酉 陽

雑姐 」は唐代 の書で,こ の引用分 は同書の前集巻之十

七の蛆 の項 にある.

「類聚名義抄」 百十四,虫(平 安末期成立,菅 原是善

の撰 といわれ る)

蜆 オ ホ ネ ム シ

「下學集」上,気 形(文 安元年(1444),東 麓破柄)
クワウ

蟹 食麦虫也

「大和本草」巻之+四,水 轟,贔 之上(宝 永6年(17

09),員 原益軒)

イナムシ
醜 蛸騰麺賊 ノ四 ヲスヘ テ蜂 ト云 イナ ゴノ類 ナ リ

クキ ム ン _ノ'ム シ_一

爾雅二食心日 虻1説文填重回食葉日騰「現垂
ネムシ フシムシ

徊 酷 亜1食 根日 轟 食節 日 賊 此四種皆蜂也

本草綱 目二蜆 ヲノセス鼻蚕 ノ集解二日蛭亦

爵類大而方首首有王字珍i氣所生蔽天而飛性

畏金聲一生八十一 子冬有大雪則入土而死

○管子 二凶年 ノ五害水旱風属 エキ レイ轟 ト

云ヘ リ轟ハ即蝿ナ リ倭俗 二審盛虫 ト称スル

ア リイナゴニ以テ小也青色也首バ カブ トヲ

キ タルカ如 シ稲葉 ヲ食 テ大 二害 ス夜松明 ヲ

トモ シ鐘鼓 ヲナラシテ逐之 コレ騰 ナルヘシ
ワタ

燈 ト鐘鼓 ノ音 二畏 ル子ムシバ赤色 ニテ木 綿

虫 ノ如 シ羽ナシ長四五分馬蛭 ノ如 シ稲粟 ノ
シイナ

根 ヨ リクヒノボ リクラヘハ其實枇 トナル是

第一 ノ害 ナ リ漣i熱ヨリ生 ス是蚤 ナルベ シコ

ヌカノ如 ク小 ナル虫 ア リ葉 ヲ食 フコヌカム

シ ト云又 水キハ ヨリ茎 ヲ食 キル虫 ア リタバ

コ虫 ノ如 シ羽ナシ出ルコ ト稀 ナ リ粟稗二多

クツキテ甚害 ヲナス

「耕稼春秋」巻四(宝 永年 中(1704-1711),土 屋又三

郎)

指虫 まきい もち 包虫 根虫

本書 の著者土屋又三郎 は加賀国石川郡 の人,も と役

職 にあつたが辞 して農家 となつた.本 書は明治19年 に

は じめて刊行 された.

「和漢三才圖會」 巻之 五十三,化 生轟類(正 徳3年

(1713),寺 島良安)

おほねむし
虫皇

本書には 「本草綱 目」,「爾雅集註」,「三才圖會 」,

「唐書」,「五雑姐」か らの引用のほか,著 者の 考 証が

あるが略す.本 書 に画かれた蜂 を第1図 に示 した.

「東雅」巻之二十,轟 茗(享 保2年(1717),新 井白

石)



本書の解説については 「国書解題」,「平

凡社大百科事典」等をみられたい.木 論文

中に引用するものは明治20年刊 の岐阜木

による.

「毛詩品物岡考」巻六,轟 部(天 明4年

(1784),岡 元鳳)

去其娯謄及其轟賊

傳食心口蝦食葉日謄食根Ei煮食節日

賊集傳皆害苗之轟也○捷為文學日此

四種轟皆蜂也富不同故分繹之爾雅翼

云今食苗心者乃無足小青量既食其葉

又以縣纒集衆葉使穂不得展江東謂之

横轟音如横逆之横言其横生又能為横

災也然按蜂字通有横音以為物雛不同

皆害稼之圃也按蝿姦類此方如宙盛轟

為然嫁羅説蝿横災之義然則害禾稼之

轟皆可施四名不必辮其形可也

木書に画くところの四轟を第2図 に示し

た.

第1図.「 和 漢 三 才翻 會 」 の 蝿.

蛭 オホネムシ 倭名砂に爾雅集註を引て,蝶 オ

ホネムシ,食 苗心 日喧,食 葉日岱,食 節 日蟹,

食根 日蟄,虫皇は総名也 と註せ り.オ ホとは其容

の大な るをや云 ひぬ らむ.又 其類の衆をや云ひ

ぬ らむ.ネ ムシはイネムシ也.米 稲を害す るを

云ひ し也.

「和訓栞」巻三,伊 之 部(中 編 巻之二)(安 永6年

(1777)～,谷 川士清)

いなむ し 稲虫 の義 瞑 堅轟賊 の類をすへていへ

り明律 に蜆嫡為害労注に飛者 日蜆走 者日哺 と見

へ た り ○寛永十七年 の秋西海の諸 国稼を食ふ

虫 あり大 さ蝦墓 の如 し頭は牛に似 て劒 の如 きも

のを戴た り 〇八月比のいなむ しといふ も稲 蒸

の義褥蒸の秋暑 をいへ り

「成 形 図説 」 巻 之三(文 化 元年(1804),

曽架,白 尾 国 柱)
カゼ オホ子ムミソ

風 蝶
イナムシ イラムシ オホ子ムシ

蝶 蚕 蜂 虫 蝉 轟イナムシ
ムシ ズイムシ
蝿 焚 虫 蝉蛎の如き羽虫

イナムシ

稲虫 瞑騰及其轟賊 蝶 嫡

「国史昆蟲 草木放 」(文 政4年(1821),曽 葉)

蝶嫡 いなむ し

本書 は 「国史草木昆蚤放 」ともい う.蛆 蜻 は 「漢呼

疏証 目録」中にあ る.

「農業余話砂」一巻(文 政11年(1828),小 西篤好)

凡五穀野菜 に害をなすは甲轟と傑鍛の二つな り
ブ ド キ リウジ

毛轟 飛癒 葉轟 切轟 稲轟 モ ト

ハムシ 俗 には根虫 と云ふ ア リマキ

「箋注倭名類聚抄」巻第八,轟 秀部第二十(文 政10年

(1827),狩 谷披斎)

娘 腹蜘附



木書には詳細 な考証があ るが割愛する.

「草木六部耕種法」 巻十四,需 実第三篇(天 保3年

(1832),佐 藤信淵)
メイ トク ホウ イナムシ

蚊 シンクヒ 董 ハクヒ 鉾 子 クヒ 蛭
トブムシ トブ イナムシ

羽 ア リテ飛 虫 羽 ナ クシ テ飛 コ能 ハ ザ ル禾 虫

「用 捨 箱」 下 之巻(天 保12年(1841),柳 亭 種 彦)

別 當 とい ふ俗語
じんぐう じ たぐひ すべてべつたう しよう たれ神

宮 寺 の 類 を 総 別 當 と 構 す るは誰 ζ も
し かみ もりかしつ ぎ うつり

知 る如 くそ の 艸 を 守 傳 くの 義 な りそ れ よ りli專
ぞくこ わが

て 俗 語 の 別 當 は我 ま ＼にあ つ か ひ 。 ほ しい ま ＼に
くらふ わらべ くわんじん くわ

物 など 喰 ことをいへ り 童 の 菅 瀞 なん どに果
し そな くふ べつたう
子や うの物を備へ。それを取 おろして喰をお別當

これ なつ ゆふべ せいしよく

をす るといふ是な り。夏 の 夕 に飛来 る青 色 の
むし ゆふがほべつた う

虫を夕 顔 別 当 といふ も夕顔 の花 のなかへ くゴり
ゆゑ ほくえつ てふ

い り我 もの顔 にふ るま ふ故 の名 な り。 北 越 に て 蝶
はつはん

を さかべつ たうといふ所あ るよ し近年 発 販 して

世にお こなはる 刈雪譜1に見えた り按す るに伊 ∬
そ ば

聾至蛤1享 保十九年刻 才麿翁の判の詞 に。 蕎萎
はち さけ ことわざ これ むかへ

の 花 は蜂 の 酒 。 と いふ 諺 あ り是 に 封 見 れ ば 。
てふ つゆ すふ に

蝶 が ほ しい ま ＼に花 の露 を 吸 さま の酒 を の む に 似
ゆえさかべつたう

た る故 酒 別 當 と名 づ け しや う に お も は る。 又

いねのむし さねもり もと いなべうたう

蛭 オ モ子 ム シ を 賃 盛 とい ふ も原 は稲 別 當
ばんどう のうみんながゐ

な どい ひ しを 坂 東 の農 民 長 井別 當 の名 高 きよ
たわぶ さねもり いんご つい

り 戯 れ に 實 盛 と隠語 の や うにい ひ た る が 遂 に
しよこく いにしえ いうちよ

諸 国 へ わ た りしに は あ らず や 。 古 の 遊 女 の
うまや ぞくこ もりかしづ

別ikl'A,も いふ 厩 の別 當 も此 俗 語 に 近 し 守 傳 く
ぎ きこ がた か

の義にては聞え難 き吹 昔の馬屋の別 当は今いふ

馬役の類な り

「古名録」 轟部 巻第四十九 無翅轟類(天 保14年(18

43),畔 田伴存)

オ ホ ネ ム シ

於保禰無之 倭名類聚砂[湛 名「蛭 爾雅註

爾雅 日,食 苗心蛾,食 葉蝦,食 節賊,食 根蚤。
クキ

疏萬説云,頗 縢蘇賊,一 種轟也。蝦ハ茎ムシ,

緑色穰 二似 テ小也。蟻ハ葉ムシ,葉 ヲ食 フムシ,

黎 形ナルニ種類多 シ,一 種草木 ノ新芽 ヲ食テ,

緑色羽ア リテ,蜻 蛉二似テ小 ナルヲ,サ 子モ リ

虫 ト云,大 小敷種ア リ。イナ ゴモ此 二圃 スレ ト

モ,稲 葉 ヲ食 フノ ミニシテ稲 ヲ害 スルコ少 シ○

賊ハ節ムシ,草 木 ノ節 ヲ食 フ錨也。騒形ニ シテ

白色,或 ハ黄 ヲ幣,褐 黒 ノ牙 アルモア リ○鑑ハ

子 ムシ,根 切轟也。慧 ノ形 ニシテ白色黄 ヲ幣,

地中二居 ス。.大小 品 類 多 シ。三代實録巻第三



日,蝦 縢賊害五穀。詩傳日食葉 日縢。(下 略)

「百品考」巻下(弘 化4年(1847),山 本亡羊)

蜂 本草綱 目,蟷 亦毒類,大 而方首,首 有 王字,

滲氣所生,蔽 天而飛,性 畏金聲

荒政輯要,蜂 之起,必 先見於大澤之涯及騨i盈縢

澗之庭,崇 禎時,徐 光啓疏,以 蜂為蝦子所攣而

成,確 不可易,在 水常盈之盧,則 傍又為蝦,惟

有 水之際,條 而大澗,草 留涯際,蝦 子附之,既

不得水,春 夏響蒸,乗 灘 熱之氣,攣 而為蛹,其

理 必然,故 澗澤有蜂,葦 地有蜂,無 容疑也

和産 ナシ古來 イナ ゴ ト訓 ズ非 ナ リイナ ゴハ蝿

ノ類 ニテ害 ヲナサ ヌモノナ リ通雅凡似蝿不為
オホ イナ1ツtム シ ギ0ス

災歳時恒有者通得爺名故有鼠鍛 草鐘 螢轟
ハタヘダ ッチイナゴ イナゴ

聲 爺 土 轟 之別 ト云ヘ リ晶姦ハ徳名ナ リ緑

褐二色ア リ皆稲葉二集 リ葉 ヲ食ヘ ドモ各別 ノ

害 ヲナサ ズ蜂ハ河 蝦 ノ羽化 スル トコロニシテ

甚稲苗 ヲ害 シ盛ナル時ハ他 ノ草木 ノ葉 ヲモ喰

盤 シテー郷青葉 ヲ見 ル コ トナシ ト云ヘ リ但芋

ノ葉ハ食 フコ トナ シ故二救荒 ノ防禦ニハ芋 ヲ

多 ク栽ベシ ト揚州府志二見 エタ リ幸二本邦昔

ヨ リ此錨 ナシ虎 ト娘 ト我邦内ニナキハ實 二紳

國 ノ難有恩 ヲ知 ルベキ コ トナ リ

「除稲虫之法」(安 政3年(1856),高 橋 常作)

食苗日瞑食葉日縢食根日轟食節日賊四蛆
づ

轟名也 穂虫 根虫 葉虫 菟虫

高橋常作は秋 田県の人,の ち改名 して正作 と名乗つ

た.本 書は六丁 か らなる小 さい ものであるが,こ れを

藩 内に頒布 した もののようであ る.

「事物異名類編」 上,六(文 久元年(1861),荒 井 緑

橋)

イチムシ
蜂 簸鐘 漢書文帝紀 嫡 説文 嫁 同

横轟 演繁露 轟子 爾雅疏 縢 同 腹蜘 同

!瞑 詩経疏 蠣 同 轟 同 賊 同 虫庶蝉 類篇

「農家備 要」前編,巻 之二(明 治3年(1870),河 野剛)

めいちう しよふ かいこ ごと けいよう いと

螺 虫 イ ナ ム シを 生 す れ は翼 繭 の 如 く茎 葉 に糸

か いなば かれくさら またとう

を掛 け稲 葉 を して 枯 腐 しむ 又 縢 とい ふ もの あ
そく ひちう

り俗 に さ称 も里 む しと いふ 又 飛 虫 あ り こぬ か む し
そのほかくはせつ くろ むし そく

とい ふ(中 略)其 外 禾 節 を 喰ふ 虫 あ り これ を賊
いなむし しやくとりむ し

カ ラ■ シとい ふ 又 苗 虫 尺 擾 虫 の るい ○ほ う 。

とうろふ ほ く かう

蟷 螂 カ マ キ リ穂 を 喰 ふむ し。は ま ぐ りむ し○蝿 イ ナ
いつ わさはひ なす

ゴの類 あり何れ もほ とほとに 災 を為 ものなり

以上通覧 したよ うに,ウ ンカ ・ヨコバイ類 をウンカ

とい う名称で記述 した ものが案外 にす くな く,ま たウ

ン カに漢名をあてた ものも,雲 蚊,雲 蛾,負 蚕(又 は

負 磐),雲 霞,雲 霞虫,娘 虫南などを 知 るだけであ り,

これに浮塵子をあてた ものは 「松山叢談」にまとめ ら

れている 「増 田家記」だけで あるが,こ れは後年 の書

き改めで あろうと推定 され るものであ る.と ころが,

末永 ・中塚氏は 「柳川年表」に 「浮塵 子発生 シ田地損

耗多 シ」 とあ るのを引用 し,浮 塵子 とい う文字が 「か

な り古い時代か ら使用 されていた もの とみ られ る」 と

述 べておられ ることは第1章 に引用 した.た しかに浮

塵子 とい う文字は古 くか ら引用 されてはいるが,浮 塵

子が稲の害虫に用い られ るようになつたのは明治以降

の ことで あつて,次 章に も述 べるように,明 治以前 に

は浮塵子 は別 の昆虫を指 したもので ある.従 つて 「柳

川年表」 の浮塵子については,末 永 ・中塚氏 も脚 註に

「なお本稿 は過去幾度 も訂 正 され 明治年代後期に脱稿

されているた め,こ の 「浮塵子」 なる文字を一部 では

明治年代 の訂正 とみ る向 もあ る」 と述べてお られるの

を是 とし,こ れを明治年代 の訂正 と考え るのが穏 当の

ようであ る.

6.

さて,第3章 に考察 したよ うに,「 木草綱 目」が 渡

来 してか ら浮塵子 とい う言葉が邦書 に引用 されは じめ

た と思 われるが,本 章では,所 謂本草家 といわれ る人

が どのよ うに浮塵子を扱つていつたか をみてみたい.

浮塵子を最初 に引用 したのは,前 にも述べた林道春

の 「多識編」 であろうと思われ る.し か し道春は これ

に注釈を加えていない.ま た輩寅に対 して も和名を与

えていないが,「 本草和名」にはすでに 古阿布即ち コ

アブと和名が與えてある.

寛文6年(1666)に 博物学上 重要な動物図譜である

中村揚斎の 「訓蒙圖彙」 が 田行 されたが童 あぶは図示

されたが浮塵 子にはふれていない.

「大和本草」巻之十 四水轟,轟 之上 に



ヌカガ

蚊子 浮塵子 木草輩癒ノ附録 二虫内子ア リ元

積云小蚊名虫内子又小 ニシテ而黒者為蝶子 ト微ニ

シテ不可見與塵相浮 シテ上下 スル者為浮塵子 ト

此二物皆蚊 ノ類山野 ニア リ微小 ニシテ塵 ノコ ト

シ人 ノ肌 ヲクラフ此二物 ノ人 ヲサシタルハ蚊 ノ

毒 ヨ リ甚 シ草間 ヨリ出テ人 ヲカム膜子ハ黒 クシ

テ小 二浮塵子ハ小ニ シテ見 ヱカタシ色 白シ本草
トホ

及潜確類書 二見エ タ リ能 ク人 ノ衣二透 リ袖 ヨ リ

入テ人 ノ肌 ヲカンテ瘡 トナ リ甚害人ヲ或大 ナル
イセヱヒ

瘡 トナル ○本草海蝦 ノ鮮治ス山蚊子入ヲ人 ノ肉

二初食瘡襲 ス… 則愈

とあつて,浮 塵子は ヌカガの1種,色 白 く,山 野 にい

て人の肌を喰 うものであ ると記載 してい る.

本草家ではないが,尾 張の藩士天野信 景は博学の士

であ り,翁 が元條の初世か らその末年享保

の末頃までの凡そ40余 年の間に書 きためた

随筆 集に 「璽尻」があ る.こ れには数種の

活版本が あつて,夫 々誤植などを異 にす る

が,い ま井上頼囲 ・室松岩雄校訂 の帝國=書

院刊(明 治40年)の ものによれば,巻 之四

十 四に

辛卯 の仲夏小轟あ り形ち塵 のことし

日 く多 く人 家に入 り肌 にふ る ＼所所

々腫甚 しきは瘡 となる或福富の日二

三十年年前此轟有 し灘ふか き年あ る

にや と予 これを考 に本草及潜確類書

等に所謂浮塵子是也 或 は竹轟人ふ

るれ は痒痛す

本草 に山蚊子人の肉に入 りたるに

海鍛 の鮮を以て治す る事 あり浮塵

の害 をも治すへ きにや亦椴 の葉 の

汁付 るもよか るへ し

とあつて,こ こに述べ るところは,上 記益

軒の述 べるところとほぼ同 じである.

本邦最古の百科辞典である 「和漢三才圃
ぶと

會」 の巻之五十三に納子 が図示 されてい る

が,注 釈 に 「本草 綱 目」 をひいて虫莫子,浮

塵子 などの文字がみえ る。

「本草記聞」及び 「本草綱 目啓蒙 」の浮

塵子 についてはすでにみたとお り で あ る

が,貝 原益軒が浮塵子 をヌカガの1種 であ

るとして い る のに対 し,小 野蘭 山は浮塵子をあえて

「人の肌 を クラフ」 もとは していない.即 ち益 軒は浮

塵子が有毒能成瘡 ことを重視 しているのであ り,蘭 山

は與塵相浮而上下す ることを重視 しい るのであ り,何

れが是,何 れが非 とは判 じ難 いようであ る.

本邦最古の虫類図説 である栗本瑞見の 「千轟譜」 に

浮塵子 の図 がある.本 書 は文化8年(1811)の 作 とい

われ,現 在原本の所在が不 明である.私 が参照 したの

は東京大学 の所蔵本で,書 中に 「田中芳男日 ク云 々」

の注釈が あるか ら,江 戸末期或 は明治初年 の筆写 にか

＼る爲本 と思われ るもので あるが,本 書 に図示す る浮

塵子 を第3図 に示 した.こ こに図示す るものは双翅 目

の昆虫ではな く,こ れ は明 らかに 原本 の趣 を 失 した

粗悪 な爲本であ る.長 谷川仁氏(1961)が 「早春の昆

虫」 と題 して 遺伝15(3):26に 紹介 された千贔譜(国

会図書館蔵本)の 浮塵子は明 らかに双翅 目の昆虫が描

第3図.「 千 轟 譜」(写 本)の 浮 塵 子.



いて あり(私 信 によつて も確認),ま た 瑞 見が 「本草

綱 目啓蒙」か らこの浮塵子を引用 したことも歴然 とし

てい る.瑞 見 は号を丹洲 といい,本 草学者 田村藍水 の

子で,す ぐれた博物学者 として令名を はせた.第3図

に示 した浮塵子 に単に ウンカとだけ和名が付 してある

のは,原 本 か ら省略 して筆蔦 したために浮塵子即ちウ

ンカとなつて しまつた もので,こ れをその まま受取 る

ことは大 きな誤 りを犯す もとになる.

長谷川仁氏 の 教 示によれば,前 田利保の 「最 譜 図

解」に も「浮塵子 ウンカ」 と して小型の双翅 目昆虫 が

図示 されている由であ る.こ の 「轟譜図解」には 「千

鐡譜」か ら篤 した図が多 く入 つていて,こ の浮塵子 も

「千轟譜」の引用 とみ るべ きものであろうとい う.

水谷豊文 は江戸時代末期に名古屋を 中心 として興 隆

を極 めた尾張学 派博物学の 中心指導者 といわれ る人 で

あるが,小 野蘭山について本 草 学 を 修 めた.そ の著

「物品識名」(文化6年(1809)刊)及 び 「物品識名

拾遺」(文 政8年(1825)刊)は 邦産動植物及び 鉱物

の和名 と漢名をイ ロハ順 に対出 した名彙 である.こ の

「物品識名」には

治に入つてか らも安倍為任が 「新選物品識名」一巻を

編 輯 した.

「品物 名彙」 は安政6年(1859)の 「i」行で,本 書には

ウン カ 浮塵子

とあ る.ま た本書 について2,3の 虫名を引用すれば

次の通 りである.

ヌ カ ・"蜻 子

ブ ト 摸 子

ヌ カバ ヒ 虫蒙 爾

ヨ コブ エ サ子 モ リム シ 際 翼

サ 子 モ リム シ 縢 爾

漢名の次に爾,翼 などとあ るのは引用書名で,夫 々

爾雅,爾 雅翼 である.ウ ンカ 浮塵子 のように 引

用書名がないのは 「本草綱 目所載者不著書名」 とい う

よ うに,ウ ンカな どは明 らかに 「本草綱 目啓蒙」か ら

の引用であ る.

「新選物 晶 識名」 は 明治10年(1877)の 刊行 であ

るが,本 書 の奴之部に

ヌカ ぐ 虫内子 ,輩 叢附録蚊子ノ条

ヌカゴ 浮塵子 同上

とある.ま た 「物 品識名拾遺」には

ウンカ 浮塵子 蛸 子註

とあつて,前 著にある 浮塵子 ヌカゴ がウンカと

訂正 された.こ れ らが 「本草綱 目啓蒙」か ら引用 した

和名で あることは,前 著 の凡例に 「然ルニ和名鋤倭本

草多識篇等以来今 日二至ルマテ諸家 ノ説一同ナ ラサル

モノ多 シ晩生浅学モ トヨリソノ是非 ヲ決 スル コ トアタ

ハス大抵小野蘭山先生 ノ説 二据 ノ ミ」 とあ ることか ら

も明 らかであ る.興 味あることは,「 同拾遺」 には

ヌ カバ ヒ 虫蒙 爾雅

とあつて,前 著の ヌカガ 虫内子,ヌ カゴ 浮塵子が省

略 され,新 た にヌカバ ヒを加え,こ れに爾雅 か らひい

た嫁 をあてたことであ る.

この種 の名彙が博物 学を修 める者に とつて極 めて便

利な もので,需 要が多かつたことは想像に難 くな く,

後年 にも岡安定 が 「品物名彙」一巻を著わ し,ま た明

ヌカ ・ 虫内子 ヌカバ ヒ 蝶 ヌカゴ

浮塵 子

とあ る.本 書 の凡例 には 「和名 ノ下 二漢名 ヲ輿 フルハ

引書 ニヨル我意 ヲ以 テ記 スルニア ラス」 とあ る.し か

し出典は記 してないが,こ こに ヌカゴ 浮塵子 と

あるのは,「 物 品識名」か ら 引用 したものではなかろ

うか.付 言す るな らば,本 書にはウンカとい う虫名は

登載 していない.

このよ うに,所 謂本草学者の著書 には,浮 塵子は ヌ

カガ,ウ ンカ,ヌ カバ イ,セ セ リ,カ ツボ,ヌ カゴ等

と してあ る.こ れ らは何れ も元積のい う浮塵子を とり

違えた ものではないと考え られ る.ま た浮塵子を ウン

カとした ものは,す べて 「本草綱 目啓蒙」 に準拠 した

もののよ うであ る.

次 に,本 草書 ではないが,江 戸中期の国学者谷川士

清(1709-1776)の 辞書 「和訓栞」後編巻之三宇 の部に

うんか 糠蚊の色白きものなり雲霞の義其多

きを云なり元棋の説に微不可見輿塵相浮上下

者為浮塵子といへる是也

とあ る.本 書 の後編十八巻は野村秋足校訂 して明治20



年はじめて上梓 した ものであ るとい う.こ こに引用 し

たのは前にものべたよ うに1岐阜で活刷に付 したものに

よ るが,こ の岐阜木の後編 は谷川氏の原本へ柳増 した

ものであ る(「国 書解題」によ る).従 つて ここにあげ

た ウンカに元愼 の浮塵 子をあてたのが原木 のままであ

るか どうかはにわかには判 じ難 いが,若 しそ うであれ

ば,「 本草綱 目啓蒙」 より以前に 浮 塵子に ウンカをあ

てた ことにな る.ま た,本 書は明治31年 に井上頼 囲,

小杉棍邨が増 補 して 「増補語林倭 訓栞」 として 門行 さ

れた,同 書には

うんか 雲霞,も の ＼多 くあつ まりた るを,

うんかの如 くなどいひ,・今俗 に蜆[イ ナムシ】

の多 くわきて,わ ざはひ有 をも,う んか とい

ふは多 きかたよ り転 じていふ也,唐 詩に多 く

雲府といへ るは,雲 の多 くあつ まりた るをい

ふ,此 語はもと1萸粛之が山讃 に出た る雲霞 之

府 といふ 事よりいひ出た り,又 雲霞 といふも

この語 をもととすべ し 類名

とあ る,同 呂:の凡例に 「此 、tl:は,平田氏(篤 胤大人の

家)に 蔵せ らる 、,伴 信友 うしの校 正書入せ られ し倭

訓栞を基 として,今 の 伴氏 はかねて 知 る人なるをも

て,請 て出版 せ り」 とその由来がのべてあ る.

7.

以上 考察 したように,明 治初年 までは虫名 ウンカに

二義 あつて,一 は 双翅 目の昆虫,主 としてユス リカ

の類をいい,こ れ に浮塵子 とい う漢字が あて られた.

この用い方は,浮 塵子木来の意味をとり違えてはいな

い.他 は稲作害虫のウンカ ・ヨコバ イ類を指 し,ま た

稲作害虫の総称 ともされた.こ の方 は雲霞,蝉 嫡その

他の文字であ らわされてい る.し か しこの両者が混同

されたことは決 してなかつた ようである.

しか し明治に入 つてか らこの両者の混同が起 り,稲

作害虫の ウンカに浮塵子を用い るよ うになつた。 この

til:実は
,例 えば 明治11年 に 創 円された農商務省発行

の 「農'b:月報」についてみれば明 らかで ある.例 えば

本誌第7号(明 治12年)の 第1頁 に 勧農局長松方正

義識す ところの虫災諭言が あつて

シキ

昨春以来各地虫災 ノ報 惇 リニ至 レ リソノ虫種類
ハゲ

各差 ア リ而 シテ其害 ノ尤劇 シキ者 ヲ墨 クレハ三
ズイムシ ケムシ ウンカ

ア リ即 蚊,虫 占蜥,浮 塵子是ナ リ

ウ ン カ

と述 べてあ り,更 に練木喜三が執筆 す る浮塵子の記事

がある.

農 商務省の前身内務省勧農局において,は じめて害

虫調査を行 なつたのは,明 治初年か ら連年青森県下 に

瞑虫 の発生があ り,明 治10年 に至つて しようけつを

極めたので,同 年,鳴 門義民 を 派遺 して調査 と駆 除

の指導 に当 らせたのが矯矢であ る。青森県下において

は,こ の虫害の原 因がわか らず,或 は 気候の作用と

し,或 は肥料の醸生す る所 とす るなど,諸 説紛 々であ

つ たとい うが,鳴 門義民の調査で,螺 虫の加害 である

ことがわかつた.し か しその駆 除法 については苦慮 し

た もののよ うで,同 年,新 聞紙上 に青森県下の虫害を

掲示 して広 くその駆除法を募集 したので ある.

江崎悌三博士(1955)が 「日本昆蟲 学史話」(昆虫,

23(3):120)と 題す る論文の中で

明治時代に害巌の問題 が クローズアップ され始

めたのは 明治10年 頃か らであ る.そ の 頃江戸

時代の本草学 の伝統を伝 えた人がなかつたわけ

ではない,し か しその人達さえも,も ともと植

物学などに比べ ると極めて貧 しかつた昆蟲 学 の

知識はすつかり忘れて しまつていた.内 務省勧

展寮 あた りの官員 さんがどん なにあわてたか は

やがて この物語 にも出て来 るで あろう.

と述べてお られ ることは,こ の間 の事情を物語 つてい

るようで興 味深い.

さて,明 治 に入つて浮塵子 を稲作害虫のウンカにあ

て るよ うになつた ことについて,村 田藤七(1930)が

「稲作の大害 量 浮 塵 子 講 座」(大 日本農会報,593:

61)と 題 する論説 の中に

尤 も此浮塵子な る名穂 の語原を採つて 見 るに,

此名隅 は明治十年か ら十三年迄 の間に,明 治初

年の動物学者,練 木喜三氏 により創定 され たも

ので,こ れは恐 らく今 日で云ふセ ジロウンカ又

は トビイロウンカの大獲生の場合,成 轟 の群飛

す る状,或 は害蟲 又 は 其 の脱皮殻 が 株 間の水

面 に散鼠 して居 る状 景より名付 られたもの らし

く,此 名構 が 創定せ られ る迄は,稲 作害蟲 の
イナムシ

総爾である 蝿 な る名構を以て呼ばれ,或 は又
ウンカ サネモリムシ

雲霞,コ ヌカ轟,實 盛録等 と呼ばれて居たもの

であ る.

で此浮塵子 と云ふ字旬 は之を其の儘,フ ヂン
ウンカ

シと讃む人 もあ るが,當 時雲霞なる名纏が一般

的に用 ひ られて居た関係で,浮 塵 子 と書いて も



フヂンシと讃 まず通常 ウンカと讃 んだ もので,今

日で も同様 ウンカと讃んで房 る.

と述べてい ることは極めて興味深い,こ こにい う創定

とい う表現 は穏 当で はな く,こ れ は誤用 とすべ きであ

ろ うが,明 治10年 前後か ら誤用 が起つた と考 えるの

は,私 も村 田説 とほぼ同様 である.当 時勧農局にい た

佐 々木長淳,石 渡正敏,田 中芳男,練 木 喜三,鳴 門義

民,ILI1直瀬愛,平 野栄等が,害 虫調査時や或は地方か

ら寄せ られた報告の中に方言 にウンカとい う害虫があ

ることを知 り,本 草書 に 「ウンカ 浮塵 子」 とあ るの

をみて,こ れを軽卒に用 いたものであ らうと推定 され

るが,或 は最初に公 表 したのは松方正義,練 木喜三あ

た りであ るか もしれ ない,そ の辺 のことは,更 に明治

10年 前後の文書を渉猟すれば明 らか になるであろ う.

前、氾 「農喜月報」第7号 の136頁 か ら137頁 にか け

て,練 木喜三が次のよ うに書い てい る.

浮塵子 半翅類

祠1奈川県 ノ報管下武蔵国橘樹郡子安村字打越 二

於 テ九月下旬一田中二稲葉 ノ枯槁セル ヲ発見 シ

就 キテ強 スルニ董根 二小虫撲集シ形蝉蟷 ノ如 シ

方言 「ウンカ」 ト稽 ス(巾 略)其 虫 タル艮サー

分許 リニシテ淡灰色 ヲ帯 ヒタル羽翅 ト大赫色ナ

ル極小 ノ羽 トヲ具 シ籏 々水上 二脱殻 ノ浮出 スル

ヲ見 タリ未其名 ヲ知 ラス ト錐蓋大蔵永常 力除蝶

録二言ヘル 「コヌカ虫」一名 「ウンカ」 ノ類 ナ

ランカ

これによれば,当 時,害 虫種名の同定に困惑 した こ

とがあ りあ りとうかがわれ る.こ こに 「除鯉録」が 引

用 してあるが,す でにみたように,木 書 に浮趣 子とい

う文字 はのせていないか ら,浮 塵 子とい う文字をひい

たのは 「本草綱 目啓蒙」,「千鍛譜」,「物 品識名拾遺」

などではなかろ うか.こ の三本は 田中 芳 男 等の撰 に

なる 「大H本 農史」巻末の農書解題 に ものせてあ るか

ら,勧 農局の人達に早 くか ら利用 されていたのではな

いか と思 われ る.

このよ うに,明 治12年 には 「農事月報 」に 浮塵子

とい う文字が用いてあ る.と ころが,長 谷川仁氏 の教

示によれば,「農事月報」第7号 が 発行 される1ケ 刀

前,即 ち明治12年8月 に勧農局か ら 「鐙類名彙」 とい

う出版物 が発行 されてお り,ウ の項に

ウンカ コヌカバ ヒ 浮塵子

とでてい る由である.同 氏は,こ れ は明 らかに 「本草

綱 目啓蒙」の引用 にすぎず,従 つて この浮塵子 は双翅

日の ものを 指す と 解 して お られ る.囚 みに 「錨類名

彙」の編者 は,長 谷川氏 の研究 によれば,勧 農局で養

蚕 を担 当 していた松永伍作で あるとい う.し か し,こ

の 「轟類名彙」が当時どれほ ど普及 して,ウ ンカ(稲

作害虫)即 ち浮塵 子とい う考えを広 めたか は疑問であ

つて,長 谷川氏 もこの木 はあ まり利用 され なかつたの

ではないかと考えておられ るよ うである.

ウン カ(稲 作害虫)即 ち浮」」;唖子という誤用を普及す

るのに1チつて極めて効果があつたと思 われ るものは,

明治14年!0月8口,4等 属鳴 門義民名義でだ され た

「鍛類名称区分」の達 しで あろう.農 林 省蔵版 「農務

眞1沫」第5巻 に この達 しの全文が掲げてある.「顕末」

によれば,達 しに

方今各府縣 ヨリ虫宵 ノ報 陸績 トシテ絶ヘ ス然ル

ニ其虫名 々々ヲ記載 スル往 々粗蜘1ニシテ 重状 々

々識別 ナシ難キ コ ト屡 有之候 二付此際左 ノ如 ク

御照會相成度候 也

とい うように,こ れは農務局が筈虫名の呼称 を統一す

るために出された もので,半 翅類*に は

アブラムシ ホウ セミ ウンカ
蛎 虫 椿象 蝉 浮塵 子†等之二属 ス

とある.ま た農務局 の出版物 としては鳴門義民訳 「晋

氏 田囮鐡書」 がある.木 書は明治14年11月51」lll版

版権届,明 治15年12月 の 田行 にかか るもので,外 国

産Eupteryx属 の2種 に 「緑仏浮塵 子」及び 「黄斑浮

塵子」とい う和名が与えてある.

このように農商務省農 務局の発行にか ＼る 「農 事月

報」,「虫類名称区分方」達 し,或いは 「寄氏 田圃鐡瞥」

などが相侯つて,ウ ンカ(稲 作害虫)即 ち浮塵子 とい

う誤用を ますます 普及 させていつた ものと瓜われ る.

このよ うに してみれば,明 治初年 にウンカ即ち浮塵

子という誤用が起 つたのは,誰 が最 初に誤つたか とい

うことを詮索すべ き性質の ものではな く,当 時農務局

にいた人達 が,全 国か ら寄せ られる虫害の報告等 に も

とついて害虫 の同定や駆除対策 に忙殺 されたあま り,

従来の博物学を十分に研究す るいとまもな く誤 つて し

まつたもの とみ るべき ものではなかろ うか.

*「 農 務 顧末 」 に は羊翅 部 とあ り
,こ れ は 明 らか に

半翅 部 の誤 植 で あ る。

+「 農 務顛 末 」 に は 浮 堂子 となつ て い る が,長 谷 川

氏 の教 示 に よれ ば,実 際 に千 葉 県 下 で 印刷 し配布

され た もの に は 浮塵 子 とあ る由 で,従 つ て 浮 堂 子

は 「顛 末 」 の誤 記 或 は 誤植 であ る.


